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研究成果の概要（和文）：アジア経済は 1997年の通貨危機に引き続き、リーマンショック

以降の欧米不況により深刻な影響を受けた。その理由は高度成長が外資誘致による輸出振興が

生み出した生産ネットワーク、そして比較優位構造の類似にある。技術移転をはかり、輸出先

の多角化、輸出産業の差別化、国内と地域内の需要創出を早急に測る必要がある。セーフティ・

ネット等の充実も課題の一つであり、後発アジアの発展のためには国際機関によるインフラ建

設の重要性も否めない。 
 
研究成果の概要（英文）：Asian Economies have been affected seriously from the recent Lehman 
shock and the 1997 Asian Currency Crisis. One of the reasons is the similarity of 
comparative advantage structures created by the production network, which was spurted 
by export led growth strategy helped by inviting foreign direct investment. Technology 
transfer, diversification of export markets, comparative advantage differentiation, and 
domestic and regional demand creation are among the options to take. Provision of 
safety-net is one of the important requirement for healthy development and in particular 
for lower income Asia infrastructure building becomes very important and this can be 
achieved by coordination of international agencies. 
 
交付決定額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

２００８年度 1,300,000 390,000 1,690,000 

２００９年度 1,200,000 360,000 1,560,000 

２０１０年度 900,000 270,000 1,170,000 

年度    

  年度    

総 計 3,400,000 1,020,000 4,420,000 

 

 

研究分野：社会科学 

科研費の分科・細目：経済学・経済政策 

キーワード：経済発展モデル、アジア、部品貿易、生産ネットワーク、比較優位、GMS、直接投

資 
 
１．研究開始当初の背景 
アジア経済の発展は世界の注目を集めて久し

い。世界銀行は『東アジアの奇跡』(1993年)

で、マクロ経済条件が整備され、国内投資と

人的資本が大幅に拡大、政府のガイドライン

が適切に行なわれ、かつ市場をうまく機能さ

せたことが東アジア諸国の成長の要因である

とした。アジアの多くの国々は外国投資を誘

致し、輸出促進の経済開発を推進した。1997

年にアジア経済危機が発生、奇跡には脆弱性
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があることが明らかとなったが、この経済危

機に対しても、アジア各国はそれぞれ異なっ

た対応をみせ、概ね素早く制度を改革し、新

たなる成長を加速させた。2003年、ゴールド

マン・サックス社は BRICs(ブラジル、ロシア、

インド、中国)に注目し、その経済規模が 2039

年には G7を上まわることを喧伝した。特に巨

大な人口をかかえる中国とインドがその将来

のビジネス・チャンスの大きさからさらなる

注目を集めることとなった。中国は外国資本

を梃子に輸出促進の経済成長を遂げたが、対

米、対 EUに巨額の貿易黒字が発生し、人民元

の切り上げ圧力に苦慮している。インドはそ

の規模に比して製造業が弱いが、その一方、

サービス産業、ことに IT関連産業が非常に強

い。ASEANは ASEANでまた各国独自の発展の

様相を呈してきた。こうした観察から、アジ

アの経済発展モデルの類型をしっかりと把握

しなおし、途上国で比較的初期の開発段階で

採用された典型的な政策は、外貨節約のため

の輸入代替工業化、その後、必要な外貨をも

同時に稼ぐ輸出志向工業化政策、そしてその

ために外資を誘致し、東アジア全体が同様の

貿易構造を持つにいたった。このことが非常

に脆弱な地域としての生産構造、貿易構造を

創出したわけで、このまま成長戦略を進んで

いいのか、問題有りとすればどう対処すべき

かに関して現実を踏まえ、深く分析する必要

があった。 
 
２．研究の目的 
詳細なデータをわかりやすくまとめ分析

することによりアジアの経済発展モデル

の類型を整理し、一時「東アジアの奇跡」

とよばれた東アジア経済もその輸出先で

ある欧米先進国が同時不況に陥ると脆弱

なことであることを実証し、その対応策

を提言することがこの研究の目的である。

ローバストな成長には外資の作る比較優

位性ではなく独自の経済の独自性と強さ

が必要であり、そのためにはインフラ、

セーフティ・ネットの強化が必要で、そ

の現状をサーベイすることも研究目的の

ひとつ。 
 
３．研究の方法 
 
① 最近の経済発展理論、アジア経済の発展

経緯に関する文献調査。 

② データの収集・整理 

③ 海外共同研究者との密な連絡体制によ

る、関連文献・データのさらなる収集お

よび調査 

④ アジア諸国の経済発展の類型を詳細な分

析。フィリピンは輸入代替から輸出志向

に移行し、現在は労働者を海外に送出す

るというパターンまた、タイは日本から

の直接投資を受け入れ輸出産業を育て

たが、いまや CPをはじめとして周辺諸

国や中国にもタイ企業は進出。こうした

実情を豊富な統計数値で類型化する。 

⑤ Trade Intensity等を計算することによ

り、どれほど、東アジアで生産そして流

通ネットワークが深化したかを実証する。 
⑥ セーフティ・ネットの実情を Srawooth 

Paitoonpong博士と共同調査。 
⑦ インフラ構築の重要性をアジア開発銀

行・国際連合 ESCAPといった国際機関の

果たす役割という観点で詳細に検討。 
以上を総合し、「アジアの経済発展モデ

ル」をまとめる。 
 
 
４．研究成果 
 
（１）アジア経済の発展は世界の注目を

集めて久しい。多くのアジア諸国は外国

投資を誘致し、輸出促進の経済開発を推

進した。1997年にアジア経済危機が発生、

奇跡には脆弱性があることが明らかと

なったが、この経済危機に対しても、ア

ジア各国はそれぞれ異なった対応をみせ、

概ね素早く制度を改革し、新たなる成長

を加速させた。特に巨大な人口をかかえ

る中国とインドが、その将来のビジネス・

チャンスの大きさから、さらなる注目を

集めることとなった。中国は外国資本を

梃子に輸出促進の経済成長を遂げたが、

対米、対 EU に巨額の貿易黒字が発生し、

人民元の切り上げ圧力に苦慮している。

インドはその規模に比して製造業が弱い

が、その一方、サービス産業、ことに IT

関連産業が非常に強い。ASEAN はまた各

国独自の発展の様相を呈してきた。 

 加えるに 2008年秋から米国発の金融不

況がアジアを襲った。輸出先として米国

に依存してきた経済は，為替レートの変

動と輸出減に見舞われた。 

 

（２）まずアジア全体での比較優位構造

の類似性が問題である。このことを実証

した。全産業で比較優位上位にある産業

を比較してみると、フィリピンと韓国は

同様の産業となっていることが判明した。

両国とも SITC7 に属する産業が輸出額も

多く上位にくるのである。 



 
 このことから、さらに SITC7 だけを抽

出し、その顕示比較優位を比較したもの

が次である。 

 
赤で示したところが SITC７における比較

優位構造の類似性が非常に高いところで

ある。ことに中国とマレーシア、マレー

シアとフィリピン、マレーシアとシンガ

ポール、シンガポールとフィリピンの相

関が 0.79 以上となっている。逆に日米は

こうした各国とは、緑で示しているよう

にその相関がマイナスで大きな値を示し

ていることからアジア各国とは補完的な

関係にあることが分かる。これは日米が

不況に陥るとここにあげたアジア諸国は

すべてその比較優位構造の類似性ゆえに

共倒れになる可能性が高いことを示唆し

ている。日本が 1985 年以降、外国直接投

資を梃子にアジア諸国で生産ネットワー

クを築きあげ、確かにその経済成長に寄

与したが、その結果、非常に脆弱な生産

構造を作ったことを意味している。 

 

（３）日本から直接投資を誘致し、輸入

国から輸出国に繁忙したひとつの成功例

としては、タイの自動車産業である。タ

イの自動車産業の発展を位置づけ、ノッ

クダウン組み立てから、直接投資を誘致

し、アジア全域から部品を調達、オース

トラリアや中東へ輸出するまでになった

工業化の経緯を詳細に分析した。アジア

のデトロイトを目指す工業化の過程を貿

易データで跡づけ、自動車の輸入国から

輸出国へとの変貌はそれ自体、ユニーク

な発展パターンであるが、輸出の大部分

が日本車で、ある意味で借り物の工業化

であることが明らかになった。タイの自

動車生産がフィリピン、インドネシア、

マレーシアと緊密な生産ネットワークを

作っているのが以下の図でよく分かるで

あろう。 

 こうした生産ネットワークは他の産業

でも同様である。 

 
 

（４）生産ネットワークの進展は、これ

までそこに組み込まれていなかった諸国

にも機会を与えるものである。ASEAN の

ニューカマーはまさにこうした状況にお

かれていて、おりしも、東西回廊の建設

が GMS 諸国にこうした機会を与えた。生

産ネットワークの進展は、東アジア全体

に拡大しつつある。それを可能とし加速

化させているのは、インフラの整備であ

る。しかし、これに関しては民間部門に

任せておくわけにはいかず、かといって

GMS は多くの国にまたがる地域で、各国

間での取り決めをはかるより、国際機関

のリーダーシップで調整ができ、成功裏

に機能している場合が多い。そうした実

情をサーベイし、最近、重要な役割を果

たしている東西回廊の建設をとりあげ、

GMS 諸国に生産ネットワークが拡大しつ

つあることを新聞記事、国際機関レポー

ト等で確認した。まだその成果を実証す

るにはデータ不足が足かせとなって、サー

ベイにとどまった。 

 

（５）高度な経済成長をとげた東アジア

であるが、そのスピード故に一旦危機に

陥ると、例えば 1997年のアジア通貨危機、

失業者が溢れ、タイの場合はほとんどが

農村に帰り、農業とコミュニティがクッ

ションとなった。先進国のようにセーフ

ティ・ネットが充実していない。その意

味でこれを充実させることが、輸出志向

のアジア経済発展モデルをより強固にす

るものとなる。セーフティ・ネットの現

状をサーベイする必要がここにあった。 

 

（６）バリエーションはあるものの基本

的にアジアの経済発展パターンは直接投

資誘致、輸出産業の育成、それによる経

済成長である。こういうパターンをとっ



たがゆえに、貿易構造が類似するものと

なった。輸出相手国である欧米が不況に

陥るとほとんどのアジアの国がそれに重

大な影響を受けるという経済の脆弱性を

持つにいたったのである。その解決策は

国内需要や地域内需要を喚起するととも

に、輸出先を多角化し、輸出産業類似の

構造を脱却する必要がある。日本が円高

で空洞化し、海外に産業の避難先を求め、

生産ネットワークをアジアに構築したが、

同じオプションは巨大すぎる人口大国中

国やインドにはない。国際収支の不均衡

を長年続けることは得策ではない。タイ

が 1997 年に推進した「足るを知る」経済

は、今後のアジアの経済発展の行き先を

示すヒントとなる。GDP で測る経済発展

からの脱却が必要と言い換えても良いが、

バランスのとれた成長が今後目指すべき

ものというのがこの研究の結論である。 
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